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８月２７日からの大雨による被害及び 
消防機関等の対応状況（第１４報） 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。） 

 

令和元年８月２９日（木）７時００分 

消 防 庁 災 害 対 策 本 部 

※下線部は前回からの変更箇所 

 

１ 気象の状況（気象庁情報） 

 ・ 黄海から西日本を通り東に延びる前線に暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、８月２７日か

ら九州北部地方を中心に局地的に猛烈な雨が降り、２８日５時５０分、佐賀県、福岡県、長崎県に

大雨特別警報が発表された。 

 ・ 九州北部地方では、降り始めからの降水量が５００ミリを超えた所があったほか、佐賀県、福岡

県、長崎県では、８月の降水量の平年値の２倍を超えるなど、記録的な大雨となった。 

・ なお、発表されていたすべての大雨特別警報は、同日１４時５５分、大雨警報に切り替えられた。 

・ 九州北部地方では、２９日朝にかけて断続的に雷を伴った非常に激しい雨が降る恐れがあり、ま

た、３０日にかけて、西日本から北日本の広い範囲で雷を伴った激しい雨が降る見込み。 

 ・ ３０日６時までの２４時間に予想される雨量は、いずれも多い所で、九州北部地方１５０ミリ、

北陸、東海、中国地方１００ミリ、その後、３１日６時までの２４時間に予想される雨量は、東海

地方で１００から１５０ミリ、北陸、九州北部地方で５０から１００ミリの見込み。 

 ・ 九州北部地方を中心に土砂災害に厳重な警戒が必要。 

 

２ 被害の状況 

(1)  人的・建物被害 

 
《死者の内訳》 

【福岡県】 八女市 

【佐賀県】 武雄市 

《行方不明者の内訳》 

【佐賀県】 武雄市 

 

(2)  孤立の状況 

  【佐賀県】  

・ 武雄市で６人が孤立 → 解消 

・ 多久市で５人が孤立 → 解消 

・ 小城市（池上地区）で１人が孤立 → 解消 

・ 小城市（上砥川地区）で１世帯が孤立 → 解消 

・ 武雄市（北方町）で１人が孤立 → 解消 

・ 武雄市（北方町）で１世帯が孤立 → 解消 

 

 

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

岩手県 1 3

宮城県 3

福岡県 1 1 23 129

佐賀県 1 1 1 38 115

長崎県 2 20 61 2

大分県 1 2

2 1 1 4 82 313 2合　計
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(3)  覚知事象 

   【佐賀県】 大町町の鉄工所において危険物漏洩事故発生   

→ 事業者がオイルフェンスを展張 

→ 緊急消防援助隊（熊本県大隊）が、吸着マット約２,３００枚を輸送 

 

３ 避難指示(緊急)及び避難勧告の発令状況（８月２９日６時３０分現在） 

   
 

４ 避難の状況（８月２９日６時３０分現在） 

   
 

５ 都道府県における災害対策本部の設置状況 

【広島県】 ８月２８日 １１時３１分 設置 → ８月２８日 １４時３０分 廃止 

【福岡県】 ８月２８日  ６時００分 設置  

【佐賀県】 ８月２８日  ８時３０分 設置 

 

６ 地元消防機関の対応 

 ・ 被災地では、地元消防機関により、早期避難の呼びかけ、警戒活動等を実施 

 ・ 福岡市及び長崎県の消防防災ヘリにより情報収集 

 

７ 緊急消防援助隊の活動等（詳細は別紙１のとおり） 

《求め・指示の状況》 

 

８ 消防庁の対応 

  ８月２８日  ５時４１分 国民保護・防災部長を長とする消防庁災害対策本部を設置（第２次応

急体制） 

特別警報が発令された福岡県、佐賀県及び長崎県に対し、適切な対応

及び被害報告について要請 

市 町 村 世帯数 人数 市 町 村 世帯数 人数

山口県 5 20,051 43,666

福岡県 2 0 1 116,966 269,039 8 3 83,368 191,411

佐賀県 3 3 154,782 365,502 5 7 105,171 268,023

長崎県 2 16,132 39,234 4 5 137,920 320,067

大分県 1 6,278 13,712

合　計 7 3 1 287,880 673,775 23 15 352,788 836,879

都道府県
避難指示（緊急） 避難勧告

山口県 116 48

福岡県 286 412

佐賀県 1,278 175

長崎県 226 127

熊本県 3 1

大分県 13 22

合　計 1,922 785

都道府県 避難者数 避難所数

被災県名 陸上 航空

佐賀県 約40隊130人 １機
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             ７時００分 消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部に改組（第３次応急体制） 

８時３０分 佐賀県庁へ消防庁職員２名の派遣を決定 

１５時００分 杵藤地区広域市町村圏組合消防本部へ消防庁職員２名の派遣を決定 

１７時００分 関係閣僚会議に総務大臣政務官が出席 

 

 

 

問い合わせ先 
  消防庁災害対策本部 
  ＴＥＬ  03-5253-7513 
  ＦＡＸ  03-5253-7553 



 
 

  

 

 

令和元年８月２９日（木）６時３０分現在 

※下線部分が変更箇所 

 

 

緊急消防援助隊の活動等（第１４報）         

８月２８日 ７時１０分 消防庁から１４県、５市に対し、緊急消防援助隊の出動準備を依頼 

９時００分 消防庁から７県、４市に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の出動準 

備を依頼 

１１時２０分 佐賀県知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の応援

要請 

     １１時２５分 消防庁長官から熊本県知事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の佐賀 

県への出動を求め 

     １２時３０分 熊本県から緊急消防援助隊（航空小隊）が佐賀県に向け出動 

１４時３０分 佐賀県から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊の増隊要請 

     １５時１５分 消防庁長官から熊本県知事に対し、緊急消防援助隊（都道府県大隊）の 

佐賀県への出動を求め 

１７時００分 熊本県から緊急消防援助隊（都道府県大隊）が佐賀県に向け出動 

     ２０時４０分 熊本県から緊急消防援助隊（都道府県大隊）が 杵
き

藤
と う

地区広域市町村圏

消防組合消防本部に到着、活動開始 

 

 

 

別紙１ 
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